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2019/01/01 5:00 

新年明けましておめでとうございます。旧年中は大変お世話になりました。昨年に続き今年も多くの新メン
バーが加入してくれますので、奈良医大のみならず連携病院の充足が実現されます。さらに新たな病院との
連携を模索しつつ、亥年は医局一丸となって強い耳鼻咽喉科集団実現への道を突き進みたいと思います。ど
うぞよろしくお願い申し上げます 
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2019/01/06 9:36 

第55回畝火新年総会・平成31年畝火研究会学術講演会が昨日奈良ホテルにて開催されました。学術講演では
昨年入局した秋岡先生、足立先生、岩倉先生、藤田先生、松山先生がお披露目口演を行い、西和医療センター
の吉波先生に症例報告をしていただきました。 

特別講演には東京大学大学院医学系研究科 耳鼻咽喉科・頭頸部外科学分野教授の山岨達也先生にお越しい
ただき『両側前庭障害1)加齢による障害2)ノイズ電気刺激の効果』につきご講演いただきました。 

また、本年度の若手畝火賞は近畿大学奈良病院の木村隆浩先生が愛知がんセンターに国内留学されていた時
にこつこつと症例を積み重ねてまとめ上げた論文に決定しました。 
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2019/01/06 9:53 

畝火新年会に引き続き、細井裕司先生理事長・学長再選お祝いの会が開催されました。細井先生はMBT構想
のますますの進展や軟骨伝導補聴器の普及に向けてまだまだ第一線でのご活躍いただき、奈良医大、奈良医
大耳鼻咽喉・頭頸部外科のさらなる発展にご尽力いただければと思います。 
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2019/01/13 0:09 

本日はThyroid Cancer Network in 中和を奈良医大にて開催しました。特別講演として神奈川県立がんセン
ターの古川まどか先生に「超音波検査による甲状腺術前評価と術後フォローアップ」と題して実践を含めて
ご講演頂きました。頸部エコー検査の第一人者である古川先生から頸部エコーのポイントをしっかりと教え
て頂きました。講演後も夜遅くまで頭頸部から音楽談義まで大いに盛り上がりました。明日からどんどんと
エコーを活用する仲間が増えることと思います！古川先生ありがとうございました！ 
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2019/01/13 9:48 

こんにちは耳鼻咽喉・頭頸部外科の北原仮面です。今年最初のポリクリ総括となりました。(更新が遅れ申
し訳ありません) 今週も再建手術をはじめ、多くの疾患について学んでいただきました。今週の学生さん達
には九州の出身の方が2名もいました。最近は関西圏外出身の学生さんも多くなり、奈良医大の知名度も全
国に浸透しつつあるのでしょうか。奈良のこの地で学び、奈良県内ばかりでなく、全国、世界に羽ばたいて
くれることを期待しています。 良い週末を！ 
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2019/01/22 21:43 

非常に嬉しいお知らせがあります。昨日1月21日月曜正午に専門研修プログラム二次登録が締め切られまし
たが、最後まで科の選択に迷っていた田中瑛久先生が決めてくれました。 今年も多くの希望とやる気に満ち
た先生方が当教室の門戸を叩いてくれました。ともに汗する同志として県民に寄り添い世界と競える耳鼻咽
喉・頭頸部外科を目指したいと思います。 
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2019/01/24 21:14 

耳鼻咽喉・頭頸部外科の山下です。 本日、明日の2日間、宮城県仙台市にて第29回日本頭頸部外科学会学術
講演会が開催されており、当科からも北原教授はじめ多数のスタッフが参加しております。そのため、本日
は代理で一週ポリクリの総括をさせていただきました。 週末は全国的に寒波到来の予報ですが、その前に
しっかりと症例報告とテーマ発表をしていただけました。 木曜日に総括となってしまい、学生にも迷惑をお
かけしました。是非とも、BSLで耳鼻咽喉科を選択していただき、8週ないし4週の実習でさらに耳鼻咽喉・
頭頸部外科の魅力を味わっていただきたいと思います。 
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2019/01/25 10:27 

2019年1月24日～25日にかけて、仙台国際センターで第29回日本頭頸部外科学会が開催されました。当科お
よび連携病院から、上村、太田、西村在、藤田が口演発表を行いました。また、研修医セッションでは当科
で研修中の初期研修医、西村碩人先生が発表を行いました。 
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2019/02/02 22:57 

本日は第34回奈良県感染症研究会が、奈良医大・耳鼻咽喉科学教室の当番幹事で、奈良ホテルにて開催され
ました。 

当教室関連からは松山尚平先生、成尾一彦先生が、それぞれ眼窩内膿瘍、頭蓋底骨髄炎に関して発表しまし
た。 

昭和61年に始まった科の垣根を越えた歴史あるこの会も、平成を駆け抜け、新時代を迎える来年、奈良医
大・微生物感染症学教室の矢野寿一先生の当番幹事で最終回となります。 

写真上の中お二人は、左から特別講演いただいた清水猛史先生、本研究会代表幹事の三笠桂一先生。 
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2019/02/06 15:12 

当科から米国ハーバード大学・耳鼻咽喉科(Dr.Nadol Lab)に留学中の岡安 唯研究員により、このたび前庭器
の加齢性変化についての新知見が報告されました。 半規管の加齢性変化について、これまでは半規管膨大部
の感覚上皮細胞や神経節細胞が減少することは知られていましたが、それに加えて感覚上皮下に無細胞性の
堆積物が蓄積していることが、学術誌Otology&Neurotologyに掲載されました。他の感覚器では視器・網膜
色素上皮下に代謝物が蓄積することは知られていましたが、半規管には着目されていませんでした。半規管
の堆積物は加齢に伴って肥厚していましたが、耳石器（卵形嚢、球形嚢）では顕著ではなく、両者に相違を
認めました。その原因や堆積のメカニズムについてはまだ解明されていませんが、前庭器の加齢性変化につ
いて新知見を与えるものでした。さらに研究が進み、加齢性平衡障害の病態解明や治療法に発展していくこ
とが期待されます。 この内容は今週末、Maryland州Baltimoreで開催されるARO 42nd Annual MidWinter 

Meetingでも発表されます。 
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2019/02/08 19:38 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。本日午後は恒例の新5回生1週ポリクリ・めまい総括の時間。学会出
張、講演出張で何回か抜けましたので、この学年初めてのポリクリでした。さらに詳しく耳鼻咽喉科の良さ
を知りたい諸君は、是非選択ポリクリにお越しいただきたく思います。 各医療施設ではGWの10連休をどの
ように対処するか、悩まれていることと思います。当科では一般耳鼻咽喉科に関しては未定ですが、耳鼻咽
喉科内めまいセンターを4月29日(月)、5月3日(金)、5月6日(月)と3日間、開けることになりました。基本的
には地域連携を通じての予約診療のみとなります。 めまいセンターには、いつも数多くのめまい患者さんを
ご紹介いただきありがとうございます。北海道から沖縄まで全国からご紹介いただき、医師冥利につきま
す。ただ驚くことに、その紹介患者さんの90%以上がBPPVなのです。BPPVと言えば、めまいの教科書の最
初のページに出てくるいろはの「い」のようなものです。おそらく患者さん自身のお話から、BPPVだとい
うヒントをうまく引き出せていない可能性があります。 解決策としましてはご紹介いただく際に、紹介状の
最後に「BPPVとは違うと思いますので・・・」か「BPPVかも知れませんが・・・」か、つまりBPPVかど
うかを今一度考えた上でご紹介いただくために一言添えていただくと、自施設で完結できる可能性が高まる
のではないか、と愚考いたします。ご遠方から奈良近郊に一泊してまで来院された患者さんに、診断名
「BPPV」と告げるのはしのびなく思いますので。ご参考まで。 
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2019/02/13 15:15 

2019年2月22日（金曜日）19:00から厳橿会館（いつかしかいかん）において、第6回頭頸部手術手技勉強会
を開催します。そもそもは奈良県立医科大学の関連病院の若手医師の技術力向上を目指して立ち上げた会で
すが、近畿大学など他府県の施設からもご参加頂いています。学会では質問できないような基本的なこと、
工夫点、知っているつもりでいた解剖学など、面白い話が聞ける勉強会です。耳鼻咽喉科医、頭頸部外科医
でなくても楽しく学んで帰ってもらえる勉強会だと思います。看護師、医学部学生、研修医の皆さんもご参
加頂けると嬉しく思います。今回は鼻内視鏡手術を頭頸部腫瘍の治療に応用する上での基礎になるような内
容と、顔面切らない鼻副鼻腔・頭蓋底手術の症例提示を予定しています。 
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2019/02/22 19:04 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。本日午後は恒例の新5回生1週ポリクリ・めまい総括の時間でした。い
つものように「めまい救急トリアージ：そのめまい患者さんを家に帰しても良いですか？」を講義しまし
た。 

本日2月22日は猫の日実行委員会が1987年に制定したネコの日だそうですが、私はイヌ派なのでイヌにちな
んだめまいネタを一つ。図1のわんこはBPPVにはなりにくく、図2のわんこはBPPVになりやすい、と考え
ています。皆様はいかが思われますでしょうか。良い週末をお迎えください。 
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2019/02/23 11:15 

昨日、第6回頭頸部手術手技勉強会を厳橿会館で開催しました。外切開による鼻副鼻腔腫瘍手術について上
村准教授と西村在医員から、内視鏡を用いた良性腫瘍手術について山下学内講師から手術ビデオを供覧しな
がら説明がありました。 今回も、関連病院や他大学の先生方、病棟看護師など多数ご参加いただけまし
た。 特に昨日は、鼻副鼻腔領域のスペシャリストである三重大学耳鼻咽喉科の小林正佳准教授にも遠路は
るばるご参加いただくことができ、アドバイザー的にコメントを沢山いただくことができました。 今後も奈
良医大耳鼻科では鼻副鼻腔領域の手術においても先進的な考え方や技術をとりいれて行っていきたいと思い
ます。 

© Department of Otolaryngology - Head and Neck Surgery, Nara Medical University



2019/02/24 17:29 

本日奈良県聴覚障害者支援センター主催の「耳の日の講演会と聴こえの相談会」にて、西村講師が「難聴と
治療」の講演をおこないました。 講演後の相談会には、西村講師の他、山下学内講師と森本診療助教が相
談員として難聴患者の相談に対応させていだきました。 
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2019/03/01 1:31 

このたび、奈良医大附属病院めまいセンター編集で、フレイル対策シリーズ第2巻「聴平衡覚と健康長寿・
フレイル対策」が発刊されました。きっかけは、名古屋大学老年内科の葛谷雅文先生、大阪大学老年内科の
楽木宏実先生から、健康長寿のためのフレイル対策に関するシリーズ本を出そう、とのお誘いで企画されま
した。まず今年1月に第1巻基本編が老年内科から、続いて2月に第2巻が耳鼻咽喉科から、この世に出たばか
りの2冊です。 各パーツの執筆願いを快くお引き受けいただき、お忙しいにも関わらず手際よく書き上げて
くださった先生方には、この場をお借りして厚く御礼申し上げます。実は耳鼻咽喉科バージョンは第4巻か
第5巻になるはずだったところ、耳鼻咽喉科メンバーの執筆対応が非常に早かったため、第2巻に繰り上がっ
たとのこと。今後はさらに呼吸器、循環器と続き、シリーズ全10巻となる予定です。 医師のみならず、看護
師、薬剤師、管理栄養士、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、歯科衛生士、ケアマネ、社会福祉士など、
すべての医療・介護従事者がフレイル、ロコモ、サルコペニアを正しく知り、各々の役割を推し進めるため
に大変参考になります。 今年度も残すところあと1ヶ月となりました。やり残していることも多々あろうか
と存じますが、ひとまず良い週末をお過ごしください。 
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2019/03/04 21:21 

3月3日（日曜日）にウィンクあいちにおいて平成30年度頸部郭清術講習会が開催されました。沢山の先生方
にご出席頂き、様々なご質問・コメントを頂いて大変活発な討論が交わされました。当科からは上村が講師
の一人として講演させて頂き、太田医師、西村在医師、足立医師が参加してくれました。頸部郭清術も現在
では機能温存を考慮した術式が選択・施行されるようになりました。東京医科歯科大学頭頸部外科 朝蔭先
生のopening remarksに始まり、講師の別府慎太郎先生、伏見千宙先生、篠崎 剛先生、鈴木基之先生、新橋
渉先生からは頸部郭清術に関するエッセンスと示唆に富んだ素晴らしい講義を頂いて非常に勉強になりまし
た。最後は国立がん研究センター東病院頭頸部外科 林先生からのclosing remarksで閉幕となりました。閉
会後も講師陣、司会を頂いた愛知県がんセンター頭頸部手術 花井先生とビールを片手に頸部郭清術に関する
熱い話しが続きました...  

By UEMURA 
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2019/03/05 0:44 

平成30年度頸部郭清術講習会のpresentationで使用した頸部郭清術のoriginal animationです。 By UEMURA 
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2019/03/05 10:08 

奈良県立医科大学では、昨日から今日にかけて、先輩医師から医大生に向けてのキャリアパス講義が企画さ
れています。本日のトップバッターは、当教室から森本千裕先生にお話しいただきました。 

奈良県立医科大学もご多聞に漏れず、医大生の30～40%が女性です。したがって、女性医師の活躍無くして
奈良医大の将来はありません。この企画が女性医師の目指すキャリアパスの参考になり、男性医師にとって
もこの件を良い方向に進めるための参考になるものと期待します。 

© Department of Otolaryngology - Head and Neck Surgery, Nara Medical University



2019/03/08 16:54 

3月7日から8日にかけて久留米シティプラザにて第31回日本喉頭科学会総会・学術講演会が開催され、当科
からは上村裕和准教授と蓮川昭仁医員が参加しました。同学会にて開催された第2回チタンブリッジ実施医
手術講習会には上村准教授が参加し、当科にて甲状軟骨形成術Ⅱ型を施行できる道筋を整えております。 
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2019/03/08 19:50 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。本日午後は恒例の新5回生1週ポリクリ・めまい総括の時間でした。こ
れから救急、総診、脳外、脳内を回る際に役立つ知識になると期待します。 ところで「めまい」を苦手とす
る医師は、耳鼻科医の中にも多いようです。「めまい」は非常に曖昧な自覚症状であり、いろいろ検査をし
ないと原因がわからないから、なのだろうと推察します。苦手を克服するためには、難しい話は置いておい
て、例外は後付けにして、おおざっぱに「めまい」を捉えることが重要です。 「めまい」は自分の意思とは
無関係に動く「眼振」に他ならず、「眼振」は三半規管それぞれから一対一対応で発現するので、水平、垂
直、回旋の3つしかない。つまりは「めまい」は3つしかないのだと。英単語を何万個と覚えてきた医大生
も、ひたすら多くの疾患を覚えて国試を乗り越えた研修医も、「めまい」は3つしかないのだとたかをくく
ることができれば、次のステップへと踏み出しやすくなります。 その「眼振」を観察する際に、固視抑制が
効けば小脳が元気だから「内耳由来」、固視抑制が効かなければ小脳が具合悪いので「脳由来」だと。その
「眼振」の種類が、頭位や体位や経時的に容易に変化すれば(脳のキズは刻々と広がりを見せる可能性があ
るので)「脳由来」、何をしても方向固定性であれば(内耳のキズは基本的には移動するわけはないので)「内
耳由来」だと。 どうでしょう。わかった気になってきましたか。続きは次のポリクリ後のFBで。 
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2019/03/16 9:49 

奈良県立医科大学では3月15日に卒業式が挙行されました。帝国ホテル大阪にて行われた謝恩会に耳鼻咽
喉・頭頸部外科から北原教授と太田講師、山下が参加いたしました。また、謝恩会後の耳鼻咽喉科主催の懇
親会には４人の卒業生に参加いただけました。痛恨にも謝恩会、二次会の写真を撮り忘れてしまい、みなさ
んにその様子をお伝えできないことが心苦しい限りです…。 ６年生のみなさん、卒業おめでとうございま
す。 
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2019/03/18 14:46 

奈良県立医科大学では2016年度より、第２学年の「リサーチ・クラークシップ」が始まりました。海外12

施設、国内校外8施設、学内47研究室に学生が配属され、実験、実習を行っていただくものです。 当教室に
は3名の学生が配属され（石井君、井上君、森谷さん）、和田特任講師、塩崎助教の指導のもと、約3か月間
にわたりresearch研究を行っていただきました。本日の成果報告会において、「重力感受性とゴルフ・スキ
ル向上の関係」と「動的バランス訓練による前庭脊髄路の賦活化の検証」について、発表していただきまし
た。検査方法、統計処理、ポスター作製、プレ ゼンテーションと一つ一つ勉強していただき、最後には素
晴らしい形で報告できたと思います。 
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本日はB８病棟の合同送別会でした。当科からは木村直幹先生、蓮川先生、足立先生、岩倉先生、藤田先
生、松山先生がこの春に新天地に旅立つことになりました。また、病棟看護師や外来受付、血液内科や総合
診療科のDr.等70人近くの関係者に参加いただき盛大な会となりました。 四月からは後期研修医6人が新たに
加わる予定です。また大学院生の伊藤先生や愛知県癌センターから西川先生が復帰したりと新しい船出にな
ります。 今後ともよろしくお願いいたします。 
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2019年３月28-30日、韓国ソウルで開かれた6th ASHNO 2019(アジア頭頸部癌学会)に当科からは太田講師と
秋岡医員が参加しました。 

今回は韓国主催だけあって韓国の先生方のパワーを感じる学会でした。今回の学会でも再会とともに新たな
出会いもあり実り多き学会でありました。更に太田講師の共同研究者であるYonsei UniversityのYook 教授に
超巨大 な大学病院などを案内してもらい、研究の打ち合わせもでき素晴らしい時間が過ごせました。今回の
新たな発見は、Yonsei University Hosipital 併設に豪華な葬祭場ができていたことです。そのホスピタリティ
の高さは群を抜いています！ 

色んな意味で今後の仕事に活かせる旅となりました。 
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2019/04/01 23:44 

奈良県立医科大学耳鼻咽喉・頭頸部外科学講座は新しく六人の後期研修医を迎えて新年度のスタートをきり
ました。時を同じくして、大学中庭の桜の木も新しい先生方を祝福するかのように一気に花を咲かせてくれ
ました。医局員一同、また新たにフレッシュな気持ちで臨床、教育、研究に精進して参りたいと思います。 
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2019/04/05 17:42 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。本日午後は恒例の新5回生1週ポリクリ・めまい総括の時間でした。耳
鼻咽喉科の中には他科と接点を持つ分野が数多くありますが、「めまい」もその一つです。「めまい」総括
は最終的に耳鼻科に進む医大生に対しても、耳鼻科に進まない医大生に対しても、知っていて損はない分野
だと思っています。 「めまい」を苦手とする医師は耳鼻科医の中にも多いようです。「めまい」は「眼振」
に他ならないと前回(2019.03.08)に述べましたが、「眼振」を見るのが苦手では「めまい」を克服すること
はできません。そこで「眼振」検査の流れを簡単にご説明します。 内耳由来の「眼振」は内耳機能の左右差
から生じます。右内耳が障害を受けた場合、眼球は内耳機能の低下している側つまり右側にゆっくり転が
り、健常側つまり左側に素早く戻りリセットされ、これが繰り返されます。この場合、「眼振」の向き/種類
は左向き/水平性ということになります。右内耳がヤラれると左向きに出るわけです。 内耳機能の左右差が
著しいと「眼振」はフレンツェル眼鏡を掛けない注視時にも発現しますが、時間経過とともに左右差が是正
されフレンツェル眼鏡を掛けた自発時にしか認められなくなり、さらに左右差が弱まると頭を左右に振りた
くる刺激を与える頭振後でないと観察できません。つまり内耳が犯人の場合、犯人は時間経過とともにどん
どん見つからないように隠れようとするのです。ですから我々は、まず「注視眼振」、次に「自発眼振」、
そして「頭振後眼振」の順に、隠れようとする犯人を追い詰めます。 あとは「頭位・頭位変換眼振」という
モノがありますが、これは頭を右や左に大きく傾けて、内耳の中で剥がれた耳石を転がらせる検査です。剥
がれた耳石が後半規管に入っていれば回旋性、外側半規管に入っていれば水平性の「頭位・頭位変換眼振」
が観察されます。つまり「頭位・頭位変換眼振」はBPPVを洗い出す検査なのです。 どうでしょう。わかっ
た気になってきましたか。しかし最もツラいのは何をやっても「眼振」が認められないときですよね。そん
なときどうするか。続きは次のポリクリ後のFBで。 
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2019/04/05 17:44 

乳幼児の難聴は、のちの言語発達、言語獲得、コミュニケーション・スキルに影響を及ぼす可能性があるの
で、重大な問題となり得ます。しかし、乳幼児は往々にして機械的な検査音に興味を示さないので、乳幼児
の聴力検査ってなかなか大変です。そこで奈良医大の聴覚グループは、乳幼児が聞き慣れている母親の声を
音刺激として用いてはどうか、ということで検討しました。 

結論としては、母親の声に対する反応は、機械的な検査音を呈示した時より明瞭であることがわかりまし
た。母親の声の閾値を併用して評価を行うことは、乳幼児のおよその聴力を把握するために有用であると思
われます。 

言語聴覚士の斎藤 修先生は、精力的にこの仕事を手掛け、つい先日Int J Pediatr Otorhinolaryngol 誌に受理
されました。是非、参考にしてください。 
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昨日、第88回奈良県耳鼻咽喉科講習会がかしはら万葉ホールで開催されました。一般演題では、当科の秋岡
宏志医員が「当科における耳下腺腫瘍の臨床的検討」について講演しました。特別講演には、東北大学大学
院医学系研究科 耳鼻咽喉・頭頸部外科学 教授の香取幸夫先生をお招きして「嚥下障害と胃酸逆流症」につ
いてご講演いただきました。嚥下に関する入門的な診療プロセスから外科治療まで、短時間にわかりやすく
ご紹介いただきました。 
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2019/04/19 17:57 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。本日午後は恒例の新5回生1週ポリクリ・めまい総括の時間でした。
「内耳・平衡覚」は「スポーツ」に密接に関係しています。「耳石」や「三半規管」が無ければ「スポーツ」
はうまくできません。「スポーツ」が好きな医大生諸君に「筋肉」や「骨」だけでなく「内耳・平衡覚」に
も興味を持っていただけると嬉しいです。 「めまい」を苦手とする医師は耳鼻科医の中にも多いようです。
「めまい」は「眼振」に他ならないということを前々回(2019.03.08)に、「眼振」を診ることで内耳の犯人
を追い詰めることを前回(2019.04.05)に述べました。しかし最もツラいのは何をやっても「眼振」が認めら
れないときです。そんなときどうするか。そのめまい患者さんを心の病だと決めつけて精神科送りにする前
に次の2つをお考えください。 困ったときは疾患統計に立ち返りましょう。60歳以上の眼振がはっきりしな
いめまい患者さんの70%はBPPVです。動くとふわふわ増悪、じっとしているとマシ、日によって症状にナ
ミがある、閉経/骨粗鬆症/ステロイド治療中の方はBPPVを疑いましょう。就寝時のヘッドアップでめまい感
が改善されていけば納得ですね。 30歳以下の眼振のはっきりしないめまい患者さんの70%はODです。血圧
が低い、頭痛持ち、高齢者・高血圧でも血圧降下剤を飲んでいる方はODを疑いましょう。シェロング試験
で陽性が出れば納得ですね。 以上、ここ3回にわたり「めまい」に関する診療エッセンスを述べました。か
なり大ざっぱで乱暴な部分もあり、ご批判もあろうかと思いますが、細かいコダワリこそが、これから進路
を考えようとしている若い先生方にとって「めまい」を嫌いにさせる元凶になると考えます。ざっくりと理
解し、「めまい」がそれほど手強くないと思うようになれば、おのずと各自マニアックに成長していくので
大丈夫だと思っています。 
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救急当直していると、前医での処置・手術内容が明らかでない患者さんも飛び込んで来ますので大変です。
そのような状況下でも適切に対応できるよう、耳鼻咽喉科すべての分野が網羅された一冊です。 「医師の働
き方改革」が叫ばれている昨今、制度改革ももちろん重要ですが、やはり各医師個人のスキルアップがあっ
てこそ、ですね。 奈良医大めまいセンターから「外リンパ瘻」、頭頸部外科マスターから「頸部手術後の出
血」で執筆参加しております。 

© Department of Otolaryngology - Head and Neck Surgery, Nara Medical University



2019/05/07 19:42 

本日、ベトナム国Hue Central HospitalのTRAN PHUONG NAM Dr以下3名の先生方が奈良医大耳鼻咽喉・頭
頸部外科を見学されました。 
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当科から米国ハーバード大学・耳鼻咽喉科(Dr.Nadol Lab)に留学中の岡安 唯です。 

2019年5月1-5日、テキサスのオースティンで開かれたCOSM(combined otolaryngology spring meeting)に参
加しました。ポスターセッションでは人工内耳後の症例の耳石器、平衡器のマクロファージの分布について
発表しました。その後は新潟大の堀井 新教授のお計らいで、ANS(アメリカ神経耳科学会)の会にご一緒させ
て頂きました。新潟大学の先生方とも交流させて頂き、充実した会となりました。 

6月末に奈良に帰国致しますので、皆様どうぞよろしくお願いします。 
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本日より大阪国際会議場にて第120回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会が開催されております。本日は
当科関連病院からの演題の発表が数題あり、明日より本格的に医局員も座長、シンポジスト、発表者として
参加させていただきます。 また、本日は奈良医大の六年生1名と四年生2名も参加させていただきました。 

彼らは明日のハンズオンセミナーに参加いただく予定です。今回の学生は自ら学会参加を希望していただき
ました。今後も、機会があれば積極的に学生の学会参加をサポートしていきたいと思います。 
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耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原仮面です。本日は令和元年最初の新5回生1週ポリクリ総括です。令和の幕開
けに相応しく、みんな元気にパシッとそれぞれの課題をまとめてくれました。日耳鼻総会も盛り上がってい
るようです！良い週末を！ 
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昨日、B8病棟の合同歓迎会を行いました。 B8病棟では新しく耳鼻咽喉科後期研修医6名を含め、総合診療
科、血液内科後期研修医の先生、新人看護師5名など、多数の新規スタッフを迎えております。今後も患者
様に寄り添った医療を提供していけるように精進していきたいと思いますので、よろしくお願いいたしま
す。 
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5月23-24日に、福岡で開催されている第14回日本小児耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会(めざせ質の向上！
多職種連携でつながるチーム医療)にて、当科から西村、森本が参加いたしました。 

会場の福岡国際会議場は海の真横に立地し、眺めのよい会場です。 

西村忠己講師は「外耳道閉鎖症における軟骨伝導補聴器の適応と効果」についてランチョンセミナー講演
し、森本診療助教は「聴覚障害を合併した先天性サイトメガロウイルス感染症３例に対する抗ウイルス治療
後の聴力経過」について発表しました。 

軟骨伝導補聴器は2017年の市販開始以降、その装用の容易さと聞こえの良さから装用者が増え続けていま
す。今回の学会でも、多数のご聴講をいただき参加者の高い関心が伺えました。 

先天性サイトメガロウイルス感染症は小児の難聴の原因として重要です。早期治療にて聴力が改善する例が
あるため、当院では複数科で連携を取りながら積極的に治療を行っています。 

学会の副題にあるように、他科・他職種との連携協力を意識し、これからも日常診療に取り組んでまいりま
す。 
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2019/05/24 18:52 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。本日午後は恒例の5回生1週ポリクリ・めまい総括の時間でした。ちょ
うど半数のポリクリ班が耳鼻咽喉科を勉強しに来てくれたようです。これから夏にかけて4w/8w選択ポリク
リの希望科が調査されることになります。耳鼻咽喉科では選択ポリクリ中に可能であれば関連学会にも同行
していただく企画も考えています。参考までに。 

2020年1月下旬、日本頭頸部外科学会＠宜野湾市 

2020年2月下旬、日本耳鼻咽喉科免アレ学会＠横浜市 

2020年3月中旬、日本喉頭科学会＠横浜市 

2020年5月中旬、日本耳鼻咽喉科学会総会＠岡山市 

2020年5月下旬、日本顔面神経研究会＠松山市 

2020年6月上旬、日本頭頸部癌学会＠大阪市 

2020年6月下旬、耳鼻咽喉科臨床学会＠京都市 

2020年7月上旬、小児耳鼻咽喉科学会＠高知市 
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令和元年5月26日日曜日、第5回畝火会ゴルフコンペが花吉野カンツリークラブで開催されました。森 望先
生、細井裕司先生にもご参加いただき、絶好のゴルフ日和となりました。 

結果はレギュラーの部で山本俊宏先生、シニアの部で佐伯和夫先生、女子の部で岩﨑壽美先生が優勝しまし
た。おめでとうございます。 

今年は伊藤妙子先生、岩﨑壽美先生、松村八千代先生と、女性ゴルファーが3名も参加くださいました。来
年も是非参加していただき、コンペを華やかに盛り上げていただきたく思います。 
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本日より、兵庫医科大学 形成外科 垣淵正男会長の下、新大阪ワシントンホテルプラザにて、第42回日本顔
面神経学会が開催されています。当科 阪上雅治医員から、ハント症候群罹患後に遷延するめまいに関する検
討を報告しました。 

この学会は耳鼻咽喉科のみならず、形成外科、脳神経内科、脳神経外科、リハビリテーション科が参集し、
顔面神経に関わる基礎研究、内科的治療、外科的治療、形成外科的治療を討議する、科の垣根を超えた興味
深い学会です。 

来年は愛媛大学主催で、道後温泉を楽しみながらの開催です。 
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耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。本日午後は恒例の5回生1週ポリクリ・めまい総括の時間でした。近畿
地方の梅雨入りは例年6月の第一週あたりですので、ぼちぼち梅雨入りでしょうか。暑くてジメジメした季
節の到来ですが、体調を崩さないよう、良い週末をお過ごしください。 
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昨日、第28回奈良県耳鼻咽喉科感覚医学講習会がホテル日航奈良にて開催されました。特別講演1：日本大
学・大島猛史教授に「耳管障害の臨床」、特別講演2：宮崎大学・東野哲也教授に「人工聴覚器医療
update」をご講演いただきました。 

いずれのご講演も奈良県の耳鼻咽喉科医にとって明日からの実臨床に有意義な内容でした。ご遠方をお運び
いただきありがとうございました。 
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【学会報告】第43回日本頭頸部癌学会 

2019年6月13日-14日、石川県金沢市で第43回日本頭頸部癌学会が開催されました。 

当科からは腫瘍グループ、関連病院を含め、11名のメンバーが参加・発表しました！日本の頭頸部がんと戦
う仲間と昼夜を問わず大いに交流しました。また明日からの診療・研究活動に反映していきたいと思いま
す！ 

さらに毎年学会前日(6/13)に行われる恒例の頭頸部癌基礎研究会も第13回を迎え、120名を超える参加者で
盛会に終わりました。その後の懇親会も大いに盛り上がりました。事務局担当の太田講師もホッとひと息で
す。 

主催者の金沢大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科の先生方、スタッフの皆様には御礼申し上げます。 

では、皆さま良い週末を！ 
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当科から米国ハーバード大学・耳鼻咽喉科(Otopathology Lab)に留学中の岡安 唯です。2019年6月9-11日、
ボストンで開催された15th Triennial International Otopathology Society(Schuknecht Society)に参加発表しま
した。今月末の帰国前に、留学中の仕事を無事に発表する事ができました。次回、3年後も奈良医大の若い
先生方と参加したいと思います。 
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2019/06/20 17:02 

先日、当教室・先々代教授の松永 喬御大から、「真理」という書を医局に飾るように頂戴しました。この
書は、長崎大学―大阪市立大学―大阪大学と耳鼻咽喉科・教授として渡り歩かれた長谷川高敏先生直筆の書
で、松永御大が大学院を卒業する際、研究は「真理」を解き明かすための手段であり、常に「真理」を探求
する心を忘れないようにと、長谷川先生から贈られたとのことです。当教室から今後、耳鼻咽喉科学の「真
理」を解き明かすような良い研究が発信できるよう、精進して参ります。 ところで、長谷川高敏先生につい
て少し。長谷川先生は戦時中の兵士空輸やパイロット訓練で問題となる動揺病の予防薬として、メイロンを
開発した人物です。このメイロンは内耳迷路を文字って名付けられた7%炭酸水素ナトリウムの液体で、現
在もめまい発作急性期には静注で頻用されています。治効機序についてはいまだ不明な点が多いのですが、
開発当時は耳石を溶かすことによるのではないか、という大論争が展開されたようです。このような経緯も
あり、「真理」を追求することは一筋縄ではいかない、迷路を彷徨い、寄り道、回り道をしながらやっと到
達できるものとして、書の筆名を「迷石」とされました。 
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2019/06/21 17:53 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。本日午後は恒例の5回生1週ポリクリ・めまい総括「めまい救急トリ
アージ」の時間でした。ポリクリのお茶受けに、奈良医大・耳鼻咽喉科のロゴ入り瓦せんべいが期間限定で
復活しました。平成26年から始まった男女参画の活気ある新教室を理想として描いたロゴになっていま
す。 ところで、新・専門研修制度が3年目を迎えますが、奈良医大・耳鼻咽喉科の2020年度プログラムを昨
日6月20日付で公開しました。詳しくは当科ホームページhttp://www.naramed-u.ac.jp/~oto/の「医局からの
お知らせ」にアクセスください。また、来月7月19日には医局説明会を予定しています。詳しくは後日、ア
ナウンスを予定しています。 それに伴い、奈良医大・耳鼻咽喉科のホームページを一部更新しました。聴覚
グループからの「軟骨伝導補聴器」、めまいセンターからの「耳石に優しいめまい対策マットレス」も併せ
てよろしくお願いします。それとFacebookがいつ営業ストップしても大丈夫なように、2014～2018年の出
来事を青いバナーのArchivesとしてトップページ右下に貼っています。過去に当科ポリクリを回ってくれた
方々の姿もすべて美しく保管されていますので、お時間のあるときに懐かしがっていただければ幸いです。 

それでは皆様、良い週末をお過ごしください。 
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2019/06/28 20:17 
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第81回耳鼻咽喉科臨床学会が、昨日、本日とウィンクあいちにて開催されました。当科、そして関連病院か
らも多数発表を行いました。奈良医大からは研修医、学生も参加させていただき活発な討論をさせていただ
きました。 
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2019/06/30 17:29 

このたび、当科と吉川ラボの共同による内耳再生研究の成果が発表されました。内耳由来のめまいに対する
治療は、急性期の内耳治療、慢性期の前庭リハビリテーションが奏功しない場合、未来医療としての最終手
段、前庭再生医療か人工前庭機器の開発に期待がかかります。ということで、本研究は将来的なめまい治療
の一翼を担っている、重要な内容と言えます。 内容を簡記しますと、多能性幹細胞は特定細胞種への分化プ
ロセス解明に有用なソースであり、再生医療において未分化な幹細胞を移植治療に用いる場合、腫瘍化のリ
スクを回避しつつ、適切な細胞に分化誘導する必要があります。これまでの研究では、内耳有毛細胞への分
化には液性因子等の誘導因子が鍵になると考えられてきました。今回の研究では、マウスの内耳より採取し
た前庭由来細胞の培養上清を用いることで、ES細胞を内耳前庭有毛細胞様細胞へ特異的に分化する可能性
を報告しました。 OpenAccessですので、ご自由にご覧いただければ幸いです。 
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2019/07/03 17:19 

本年度の入局説明会を2019年7月19日金曜日19:30から医局において開催いたします。 対象は初期研修医・
医学生となっておりますが、後期研修医や奈良医大耳鼻咽喉科で一緒に働きたいと考えている先生方も大歓
迎です。参加希望の方は耳鼻科医局（内線3435）もしくは担当の山下までご連絡いただければ幸いです。 
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2019/07/05 17:17 

本日、第2回軟骨伝導聴覚研究会が、慶應義塾大学病院2号館大会議室で開催されました。当科からは西村講
師が講演を行い、共同研究者の大阪大学基礎工学研究科システム創成専攻システム科学領域の下倉准教授が
発表をおこないました。軟骨伝導補聴器は奈良医大で開発し、市販にいたりました。現在海外での研究、販
売に向けた準備を行っております。 
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2019/07/05 19:47 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。本日午後は恒例の5回生1週ポリクリ・めまい総括「めまい救急トリ
アージ」の時間でした。めまい業界にも少しずつですが、新しいアイディアが取り入れられ前進していま
す。めまいセンターで現在、最もお問い合わせの多いトピックスが、BPPVに対する「めまい対策マットレ
ス」とメニエール病に対する「中耳加圧装置」です。いずれも取扱業者と奈良医大との契約など、一連のプ
ロセスに時間を要しているところです。9月までには使用可能とのことですので、随時アナウンスして情報
共有していきたいと思います。 蒸し暑い日が続きそうですが、体調管理に気をつけて、良い週末をお過ごし
ください。 
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2019/07/05 20:25 
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以前より当科では、AZE社のVirtual Placeソフトを用いて、内耳造影MRIの3D解析による内リンパ腔体積の
数値化を試みています。今回掲載された2つの科学論文では、当科で難治性メニエール病に対して行ってい
る内リンパ嚢開放高濃度ステロイド挿入術の前後において、めまい発作完全抑制症例では内リンパ腔体積は
有意に減少するが、聴力改善と内リンパ腔体積変化に有意な相関は無い、ということがわかりました。 

この解析法を用いて今後、内服治療前後、中耳加圧治療前後の内リンパ腔体積の評価を行い、各種治療法間
の比較、治効機序の解明に勤しみたく思います。 

前者はOpenAccessですので、FrontNeurolからご自由にご覧いただければ幸いです。 
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2019/07/06 18:04 

本日、慶應義塾大学病院新研究棟において、第5回耳鳴・難聴研究会が開催されました。当科の山下がトッ
プバーターとして「当科耳鳴外来の現状」について発表しました。耳鳴治療は、本年5月に耳鳴治療ガイド
ラインが発刊され、耳鼻咽喉科医のなかでも関心が深まっていることもあり、活発な討論がなされました。 
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2019/07/15 19:44 

“赤ワインは頭頸部がんに効く!？パート2” 当科では、頭頸部がんに対する基礎研究のひとつとして、がんの
浸潤・転移のメカニズムとその制御についての研究と共に、診断や薬の効果判定に役立つバイオマーカーに
関する研究についても進めています。 これまでに、本学生化学教室との共同研究において、REG IIIが頭頸
部がんの予後改善のバイオマーカーとなり、さらに、赤ワインなどに含まれるポリフェノールの一種である
レスベラトロールが、REG IIIの発現を誘導する因子であることを見出してきました(Masui T, Ota I, et al. Int 

J Oncol. 44:693-699, 2014, Mikami S, Ota I, et al. Int J Oncol 49: 1553-1560, 2016)。そして、今回、レスベ
ラトロールが、マウスを用いて生体でもこの作用を示すとともに、放射線治療や抗癌剤とともに用いること
でその治療効果を増感させることを確認しました(Mikami S, Ota I, et al. Oncol Rep. 42:436-442, 2019)。今
後の臨床応用が期待されます。 今後も頭頸部がんの予後改善につながる研究を重ね、頭頸部がんの臨床に活
かせる成果を発信して参ります。 呉々もワインの飲みすぎにはご注意ください。 
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2019/7/11~2019/7/14の日程で第六回ユーラシア頭頸部フォーラム(VI EURASIAN HEAD & NECK CANCER 

FORUM )に参加してきました。今回はロシアの首都であるモスクワでの開催され、当施設からは上村裕
和、田中瑛久の2名が演題(oral presentation)を発表しました。まだまだ歴史の浅い学会で運営もスムーズと
は言えない部分がありましたが、各自の発表では良いディスカッションができました。比較的近隣の様々な
頭頸部外科医たちの行っている実臨床や考え方に触れて多くを学ばせてもらいました。初めての学会発表が
海外となった田中先生は日本から参加の諸先生方の各セッションでのコメントや補足説明を聴いて良い刺激
になったようです。 

学会期間中お世話になった主催運営に携わって頂いた、Dr. SUBRAMANIAN Somasundaram、Dr. 

CHATURVEDI Pankaj、Dr. JEREMIC Branislavなど諸先生方、ならびに、会期中お世話になった吉本先生
(国立がん研究センター中央病院)、大上先生(東海大学)、酒井先生(東海大学)に感謝を申し上げます。Dr. 

SUBRAMANIAN Somasundaramは日本人の我々に対して大変フレンドリーに対応してくれて(我々を
Japanese Mafiaと呼んでいました)、Dr. CHATURVEDI Pankajは攻めの司会で皆を牽引して大変興味深いデ
スカッションをさせてくれました。Dr. JEREMIC Branislav は奈良を訪れたことが何度かあったらしく、そ
の時の思い出を語ってくれました。 

一方、学会の合間の街歩きでは、18世紀まで隆盛を誇ったロシアの一面をうかがい知ることができました。
空の色合いとロシアの装飾を施した建物のマッチングが素敵でした。 
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2019/07/19 19:01 

耳鼻咽喉・頭頸部外耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。本日午後は恒例の5回生1週ポリクリ・めまい総括
「めまい救急トリアージ」の時間でした。夏休み直前のポリクリでしたが集中して頑張ってくれました。 本
日はこの後、耳鼻咽喉・頭頸部外科学の医局説明会を催します。一人でも多くのやる気のある先生方にお越
しいただければ嬉しく思います。 
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2019/07/19 23:55 

令和元年7月19日、奈良県立医科大学耳鼻咽喉・頭頸部外科学講座の医局説明会・懇親会を開催させていた
だきました。初期研修の先生方計6名の先生にご参加いただくことができました。お忙しい中、ありがとう
ございました。近い将来、一緒に働けるようになることを楽しみにしております。今後も随時研修、見学、
入局相談等を行わせていただきます。お気軽にお問い合わせいただければ幸いです。 
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2019/07/20 22:01 

第35回奈良県頭頸部腫瘍研究会が、万葉ホールで開催されました。当科より太田講師が「平成30年 奈良県
頭頸部癌患者受診実態」について講演を行いました。 

© Department of Otolaryngology - Head and Neck Surgery, Nara Medical University



2019/07/29 8:35 

2019年8月2日（金曜日）19:00から当学臨床研究棟1F大会議室において、第7回頭頸部手術手技勉強会を開
催します。そもそもは奈良県立医科大学の関連病院の若手医師の技術力向上を目指して立ち上げた会です
が、府県の施設からもご参加頂いています。学会では質問できないような基本的なこと、工夫点、知ってい
るつもりでいた解剖学など、面白い話が聞ける勉強会です。耳鼻咽喉科医、頭頸部外科医でなくても楽しく
学んで帰ってもらえる勉強会だと思います。看護師、医学部学生、研修医の皆さんもご参加頂けると嬉しく
思います。 今回は音声機能、発声の改善を温存する治療と喉頭機能を温存する喉頭がんに対する治療につい
て予定しています。奮ってご参加をお待ちしております。 
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2019/08/02 21:00 

本日、第7回頭頸部手術手技勉強会を開催しました。今回のテーマは、「発声の改善と喉頭機能温存」でし
た。上村准教授と金澤助教から、音声外科・喉頭温存手術のための基礎知識と喉頭部分切除術のレクチャー
がありました。また、大阪回生病院の蓮川医師に、甲状軟骨形成術の解説を行っていただきました。 今回
も、医局のみならず関連病院以外の先生方、病棟・手術室看護師など多数ご参加いただけました。 
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2019/08/21 21:50 

当科前教授・細井裕司学長のお誕生日会兼囲む会を、今年は懐かしの食道楽で開催させていただきました。
細井先生の耳鼻咽喉科現役時代にゆかりのある医局員、同門の先生、看護師等、大勢の方々にお集まりいた
だきました。 
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2019/09/03 14:04 

ご存じの方もおられるかと思いますが、9月3日は“ぐっすり”を文字って「睡眠の日」です。この日を期し
て、昭和西川(株)から「耳石に優しい～睡眠頭位調節マットレス」がオンラインで発売開始されました。 
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超高齢社会において、耳石は剥がれやすく、寝るとき三半規管に落ちやすくなります。すなわち、良性発作
性頭位めまい症(以下BPPVと呼びます)で悩む患者さんは年々増加することになります。就寝するときに上
半身を45度起こして寝た人の方がフラットに寝る人より、BPPVに伴う頭位めまい症状が改善されることを
証明した論文が、このたびLaryngoscope Investigative Otolaryngology (4巻：353-358頁、2019年)に掲載さ
れました。このコンセプトをもとに、昭和西川（株）と共同開発した枕が「耳石に優しい～睡眠頭位調節
マットレス～」です。 

人類は二足歩行になり、仰向けに寝る習慣を身につけました。平和ボケした我が家の北海道犬は毎晩ヘソ天
で寝ておりますが、野生動物たちは皆、敵が襲来したときに備えてうつ伏せで寝ます。剥がれた耳石が寝る
ときに三半規管に落ちこむのは、仰向けに寝る人間だけに起こる病気なのかも知れません。また、織田信長
は50歳で亡くなりましたが、現在人類100歳時代と言われ始めています。もし耳石が老化により60歳頃から
頻繁に剥がれるようになると仮定するならば、織田信長の時代にBPPVというめまいの病気は、仰向けに寝
ているにも関わらず、ほとんど存在しなかったでしょう。この2つの事柄を考え合わせると、近く到来する
超高齢社会において、BPPVは増加の一途をたどると思われます。 

めまい診療医もめまい患者さんも、BPPVはほとんどが自然治癒する予後良好な病気であるということを知
るだけでなく、上半身を45度起こして寝なければ誘発性浮動感に一生苛まれる難治性もあり得る、というこ
とを理解していただきたいと思っています。 

奈良医大めまいセンターHP：http://www.naramed-u.ac.jp/~oto/patient/memai-center.html 

昭和西川ストアオンライン：https://www.nishikawa-store.com/fs/futon/2228489000931 
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2019/09/04 20:35 

本年度も側頭骨臨床解剖実習を解剖実習室で執り行っております。関連病院のレジデントの先生方も含め多
くの先生方にご参加いただき、手術顕微鏡下に実習、モニター下に指導で、3献体並列で行っております。 

実施に際しまして、第一解剖学、第二解剖学、脳神経外科学教室の先生方には大変お世話になりました。こ
の場をお借りして、厚く御礼申し上げます。 
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2019/09/08 12:38 

20190905(Thu)-07(Fri)にかけて、日韓ジョイントでめまい平衡研究会が開かれました(呼称: ISNNconf)。第2

回はProf. Kyusung Kimの音頭で仁川国際空港近くに位置する仁荷大学医学部耳鼻咽喉科にて開催されまし
た。韓国ソウルからSNUのProf. Jawon Koo、日本から新潟大学の堀井 新教授と当科の北原が参加しまし
た。 

来年の第3回は東京オリンピックや国際バラニー学会の影響の無い、10月初旬に当科で開催予定です。日韓
が協力して当該分野に新たな成果を挙げられるよう、切磋琢磨していくことで合意しています。 
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2019/09/08 13:12 

昨日は第3回奈良-大阪めまい研究会がシェラトン都ホテル上本町で開催されました。 

今回は大阪市立大学医学部耳鼻咽喉病態学の角南貴司子先生に当番世話人をお願いして、「めまいと精神神
経疾患」をトピックスとする一般講演と特別講演が組まれました。一般講演は吹田市民病院の山戸章行先
生、市大の神田裕樹先生に参加いただき、特別講演は新潟大学医学部耳鼻咽喉科・頭頸部外科学の堀井 新
先生に「WHO国際疾病分類収載の慢性めまい疾患: 持続性知覚性姿勢誘発めまいについて」を講演いただき
ました。 

来年の第4回本研究会は、奈良県立医科大学の当番世話人で、国際バラニー学会と重ならないような同時期
に同会場で開催予定です。めまいにご興味のある多くの先生方に、是非上本町までお越しいただきたく思い
ます。 
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2019/09/12 15:46 

奈良県立医科大学耳鼻咽喉科で開発された軟骨伝導補聴器は、当科での国内臨床試験を経て、我が国では
2017年11月から発売開始されています。今後この新しい補聴器を世界に広めていくため、2020年3月から米
国ミシガン大学での臨床試験が開始されます。 

臨床試験は「外耳道閉鎖症患者に対する軟骨伝導聴器とBAHA(埋め込み型骨導補聴器)のランダム化比較試
験」で、ミシガン大学耳鼻咽喉科・Dr. Emily Stuckenと当科・西村忠己講師の共同研究として行われます。 
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2019/09/13 20:32 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。本日午後は夏休み明け最初の5回生1週ポリクリ・めまい総括「めまい
救急トリアージ」の時間でした。 先日「睡眠の日」に発売開始されました奈良医大MBTｘ昭和西川(株)の共
同開発「耳石に優しい睡眠頭位調節マットレス」が、10月には東京メトロで中吊り広告され、NHKガッテ
ン！においても取り上げられます。乞うご期待ください。 
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2019/09/15 1:16 

昨日ホテルフジタにて、奈良県耳鼻咽喉科漢方セミナーが開催されました。一昨年、昨年と続いたセミナー
から装い新たにした、第3回のセミナーということになります。教育講演ではまえだ耳鼻咽喉科クリニック
院長・前田稔彦先生に「感染症と薬剤耐性対策ーグラム染色と漢方の活用方法」について、特別講演では横
浜市立大学医学部耳鼻咽喉科教授・折館伸彦先生に「胃食道逆流症に伴う咽喉頭症状のマネージメント」に
ついて、ご講演いただきました。 奈良県では漢方を古くから栽培するなど、奈良県と漢方薬との関係には
歴史があります。この漢方セミナーをきっかけに、漢方薬が効いたという単純な症例報告ではなく、耳鼻咽
喉科疾患に対する漢方薬の有効性を、臨床と基礎の両面からアプローチしていきたいと考えております。 
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2019/09/21 11:29 

昨日、9月末で異動になる3人の若手先生方の送別会を行いました。半年間の大学勤務を終えて、それぞれ癌
専門病院、地域の基幹病院にうつることになります。大学病院とは異なる疾患の治療を多く経験し、将来そ
の経験をいかせるようにがんばってくれると思います。 
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2019/09/26 19:39 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。明日出張のため、本日木曜午後は5回生1週ポリクリ・めまい総括「め
まい救急トリアージ」の時間でした。 既に来年からの選択ポリクリの割振が決定されたとのこと。耳鼻咽
喉・頭頸部外科学では実習の一環として、選択ポリクリの学生さんには耳鼻科全国学会に同行してもらって
います。来年は沖縄・宜野湾を皮切りに、横浜、東京、岡山、松山、高知で耳鼻科各分野の学会が開催され
ます。是非ご一緒していただき、興味を持ってもらえたら嬉しく思います。 
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2019/10/05 23:43 

© Department of Otolaryngology - Head and Neck Surgery, Nara Medical University



本日、第89回奈良県耳鼻咽喉科講習会が奈良ホテルで開催されました。一般演題では、南奈良総合医療セン
ターの関 沙織先生が「当科におけるアレルギー性鼻炎の診療・専門外来」について、奈良県総合医療センター
の松山尚平先生が「当科におけるアレルギー性鼻炎に対する手術治療」を講演しました。特別講演には、防
衛医科大学校 耳鼻咽喉科学講座 教授の塩谷彰浩先生をお招きして「経口的咽喉頭部分切除術」についてご
講演いただきました。以前は外切開が常識だった咽喉頭の悪性腫瘍に対する手術が、今や低侵襲・機能温存
を目指す内視鏡へと変遷してきた過程を、実際の手術ビデオを交えて興味深くお話しいただきました。 
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2019/10/06 16:32 

本日、大和高田市市民交流センターコスモスプラザにて「聴こえの相談会」が開催されました。西村忠己講
師が「難聴と治療」の講演をおこないました。 講演後の相談会には、西村講師の他、山下学内講師と岡安
唯助教が相談員として難聴患者の相談に対応させていだきました。 
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2019/10/11 16:07 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原仮面です。本日は5回生1週ポリクリ総括です。連休前ではありましたが、み
んな元気にパシッとそれぞれの課題をまとめてくれました。現在、史上最大級の台風が日本接近中です。そ
の最中、耳科学会も山形で盛大に行われていますが、くれぐれも災害には気をつけて、良い週末をお過ごし
下さい。 

© Department of Otolaryngology - Head and Neck Surgery, Nara Medical University



2019/10/11 16:31 
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第29回日本耳科学会学術講演会が山形市の山形テルサ・メト
ロポリタン山形で開催されております。当科、関連病院から
11題の講演を明日も含めて行います。会場では、3Dで見る
ことができる側頭骨削開デモンストレーションや研究意欲を
かりたてる側頭骨病理自由観察ブースなど、非常に有意義な
時間をすごすことができる工夫が目白押しでした。 残念な
がら台風接近のため、明日の交通手段がなくなり、急遽本日
帰宅することになる先生方も多数存在することになりまし
た。学会の開催に支障がでないことはもとより、日本各地に
台風被害がでないように祈念いたします。 
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2019/10/22 1:31 

いよいよ明日10/23水曜から10/25金曜にかけて、日本めまい平衡医学会が富山で始まります。10/25金曜朝
のモーニングセミナーでは、奈良医大MBTと昭和西川(株)が共同開発した「耳石に優しい睡眠頭位調節マッ
トレス」を中心に、原因不明のめまい症撲滅に向けた活動をお話しさせていただきます。 https://

www.showanishikawa.co.jp/news/2019/09/000097.html この活動に関しまして、明日10/23水曜のNHKガッテ
ン!および来月11/11月曜から11/17日曜までの東京メトロ中吊り広告としても取り上げられます。 http://

www9.nhk.or.jp/gatten/articles/20191023/index.html ちなみにNHKガッテン!では、私の幼少期の再現VTRが
放映される予定です。父・正章役を木村祐一さん(通称キム兄)が熱演くださり、興味深い仕上がりになって
います。お時間お有りの方は是非ご覧ください。 
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2019/10/25 12:26 
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第78回日本めまい平衡医学会が、2019年10月23日(水)―25日(金)まで、富山国際会議場で開催されていま
す。当科、関連病院からは、北原モーニングセミナー、山中ランチョンセミナー、塩崎シンポジウムを含む、
合計13題の演題を持って参加しています。本学会の特色であるポスター発表では、当科・松村八千代医員の
「高齢期めまい症例におけるフレイルと平衡機能の関係についての検討」が最優秀ポスター賞を受賞しまし
た。 

ところでこのたびの代議員総会において、2022年の第81回本学会を、奈良県立医科大学の担当で開催させ
ていただくことが決定されました。関係者の皆様方には厚く御礼申し上げますとともに、内容のしっかりし
た学会になるよう鋭意準備して参りますので、多くの先生方のご参加をお待ちしております。どうぞよろし
くお願い申し上げます。 
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2019/10/25 20:43 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原仮面です。富山では第78回日本めまい平衡医学会が盛大に開催されていま
す。それに負けじと医局でも北原仮面による５回生1週ポリクリ総括が軽快に行われました。症例報告とそ
のテーマ・考察をしっかりとまとめて頂きました。いまだ天気は不安定ですが、週末はどうにか持ち直すよ
うです。皆様良い週末をお過ごしください。 
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2019/10/27 0:49 

昨日2019年10月26日(土)に、第35回日本耳鼻咽喉科漢方研究会が、東京医科歯科大学の担当で、東京コン
ファレンスセンター品川にて開催されました。本研究会の主題は「漢方治療の導入からエビデンスの創出
へ」ということでしたので、当科からは伊藤妙子医員がめまい動物モデル、北野公一医員が耳鳴動物モデル
についての基礎演題を発表しました。動物モデルの確立は、まさに漢方治療のエビデンス創出への近道であ
ると考えます。 共通講習では同門の前田稔彦先生が、「感染症とAMR対策ーグラム染色と漢方の活用方
法ー」について講演されました。 
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2019/10/30 13:05 

いつもありがとうございます。お陰様で先日、当FBサイトへの「いいね！」が1100件に到達しました。当
FBサイト「いいね！」1100人目は枚方市在住のAM様、応援ありがとうございます。皆様のご期待にそえる
よう頑張って参ります。よろしくお願い申し上げます。 

ちなみに先日、医事新報社に「奈良医大耳鼻科のこれまでとこれから」を執筆しました。下に記します。 
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2019/11/08 18:01 
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第64回日本聴覚医学会が、2019年11月7日(木)―8日(金)の日程で大阪国際会議場にて開催されました。 

　 

細井裕司学長がシンポジストで講演、西村忠己講師が軟骨伝導補聴器だけのセッションで座長をつとめまし
た。 

当科からは岡安唯助教、森本千裕診療助教、斎藤修言語聴覚士、済生会中和病院からは赤坂咲恵医師、母子
医療センターからは大塚進太郎医師含め7演題発表し、活発な議論をいただきました。 

奈良医大が開発し、2017年に市販化された軟骨伝導補聴器についての発表は全12演題と過去最高の演題数
でした。 
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2019/11/08 20:18 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。耳科学会、めまい学会の日程がちょうどポリクリ総括とかち合ったた
め、本日金曜午後は2ヶ月ぶりの5回生1週ポリクリ・めまい総括「めまい救急トリアージ」の時間でした。 

細井裕司学長の立ち上げられたMBT：医学を基礎とするまちづくり、そのMBT認定第一号商品として「耳石
に優しい～睡眠頭位調節マットレス」が奈良医大耳鼻科ｘ昭和西川(株)の共同開発で誕生しました。医学と
企業のコラボを促進させるべく、11月11日月曜から17日日曜まで、東京メトロ車内にて中吊り広告させてい
ただきます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 
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本日、奈良県耳鼻咽喉・頭頸部外科セミナーが大和郡山市のLe BENKEIで開催されました。 

特別講演では、東邦大学医学部 耳鼻咽喉科学講座教授 和田弘太先生に「理論的に進める内視鏡下鼻副鼻腔
手術」を、帝京大学医学部附属溝口病院耳鼻咽喉科教授 室伏利久先生に「メニエール病と前庭性片頭痛:め
まい発作を反復する二大疾患」についてご講演いただきました 
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フィリピン・マニラで開催されているアジア・オセアニア産婦人科連合(The Asia & Oceania Federation of 

Obstetrics & Gynaecology (AOFOG)) に当科から森本千裕が参加しました。 

2017年にThe Journal of Obstetrics and Gynaecology Research (JOGR)にpublicationされた 

" Effects of noise exposure on neonatal auditory brainstem response thresholds in pregnant guinea pigs at 

different gestational periods '' 

がJOGRで過去２年間に発表された最高の論文に送られるYuji Murata Endowment Awardを受賞し、AOFOG

から招待を受け授賞式に参加いたしました。 

同学会大会長が主催するプライベートパーティーにも招待されました。フィリピンの伝統音楽と共に、アジ
ア・オセアニアの次世代のリーダーとなる産婦人科フェローの認定授与式も行われました。九州大学の産婦
人科教授の加藤聖子先生から賞状を、大会長のDr. Ravi Chandranから記念メダルをいただきました。 

産婦人科の国際学会は初めてですが、参加者のほとんどが女性であり、アジアの女性の凄いパワーを感じま
した！ 

この様な機会を与えていただき、ご指導をいただいた成尾一彦先生、西村忠己先生、医局員の先生方、そし
て温かく見守って頂きました北原糺教授に心より御礼申し上げます。 

文責:森本 
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2019/11/22 10:02 

昨日は大阪堺市のベルランド総合病院にて「泉北耳鼻咽喉科セミナー2019」が開催されました。ベルラン
ド総合病院耳鼻咽喉科は三上部長をはじめ常勤医4名体制で頭頸部外科分野を中心とした発展を目指してい
ます。 今年の特別講演では、当科山下学内講師が「診療ガイドラインに基づいた耳鳴治療の実際」について
講演いたしました。今回は例年に比べて堺市を中心とした内科開業の先生方にも数多くご参加いただけまし
た。 セミナー終了後、過去、現在、未来のベルランド病院耳鼻科を語り合う懇親会も催されました。 
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2019/11/22 17:38 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。いよいよ本日金曜午後で5回生1週ポリクリが今期最後となります。そ
して来月早々にはまた新・5回生1週ポリクリが始まります。このタイミングで内容を吟味し直しまして、本
日のめまい総括は「めまい診療の基本：めまい救急医として/耳鼻咽喉科医として」としました。 本日の橿
原市はどんよりとした空、肌寒い空気に包まれております。明日からの医局旅行では晴れてくれることを期
待します。皆様もどうぞ良い週末をお過ごしください。 
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2019/11/25 22:02 

先週末に京都、天橋立に医局旅行に行ってきました。 

ちょうど紅葉🍁も真っ盛りで、温泉につかり心身共にリフレッシュしてきました。 
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2019/12/03 0:11 

ヒトの前庭感覚上皮細胞/神経細胞は再生しないとされ、それゆえめまい治療として前庭リハビリテーショ
ンに注目が集まっています。今後とくに超高齢社会を迎えるにあたり、エビデンスの構築は喫緊の課題で
す。 このたび徳島大学との院生を中心としたコラボにより、簡単で正確なめまい動物モデルの作成に成功し
ました。動物行動学的、形態学的に静的/動的前庭代償過程を評価しつつ、より効率的な前庭リハビリテー
ションの開発につなげます。 
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2019/12/05 20:21 

いつもありがとうございます。先日、当FBサイトへの「いいね！」が1100件に到達したことを報告しまし
たが、ここ2ヶ月足らずの本日、1200件に到達しました。この間、「NHK：ガッテン！」と「朝日放送：た
けしの家庭の医学」が奈良医大めまいセンターを取り上げてくれたお陰でしょうか。 

当FBサイト「いいね！」1200人目は大東市在住のTA様、応援ありがとうございます。皆様のご期待にそえ
るよう頑張って参ります。よろしくお願い申し上げます。 
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2019/12/07 10:02 
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2019年12月6-7日にかけて、九州大学医学部百年講堂にて、15th Japan-Taiwan Conference on 

Otolaryngology-Head and Neck Surgeryが開催されました。 

当科からは北原がSymposium Dizzinessのセッションに参加しました。日本と台湾の学術交流を目的とした
有意義な学会です。 
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2019/12/12 20:25 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。今週から新5回生の1週ポリクリが始まっています。明日金曜が東京出
張なので、本日木曜に新5回生の1週ポリクリ総括をさせていただきました。 

ポリクリ内容がマンネリ化しないよう、毎年一部を刷新しながら内容の発展を考えてきました。今回から
「私、明日からめまい救急当直できます！」というタイトルで、救急でのトリアージからその後の耳鼻科で
の鑑別診断までのプロセスをわかりやすくまとめることができました。新5回生の諸君、ご期待ください。 
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ところで、今年10月から始まったテレビ朝日の関東ローカル「名医の極み」という番組をご存じでしょう
か。このたび12月15日日曜と12月22日日曜の2週連続、深夜0時40分から、奈良医大めまいセンターが取り
上げられます。今回はめまいに対する手術治療に焦点が当てられ、常に前向きに取り組み発展し続けるめま
いセンターが紹介されます。ただし、SBC一社提供の関東ローカル番組なので関西ではご覧いただけません
し、私も見られません。 

それでは皆様、良い週末をお過ごしください。 
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2019/12/21 9:14 

昨日B病棟8階(耳鼻咽喉科・総合診療科・血液内科)の合同忘年会が開催されました。 年明けには、総合診療
科がＡ病棟4階に移転することになり、三科での忘年会は今年で最後になります。 今年も一年多くの方々に
支えていただきながら前にすすむことができました。来年もどうぞよろしくお願いいたします。
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